






HSC管内 料金所接触事象

運転手と助手の行動







HSC管内 料金所接触事象

【原 因】

（人的要素） 助手がブラシの操作を行ったが、運転手本人もブラシが上がったか気になり

ブラシボタンの方に意識がいってしまい、前方不注視となってしまった。

（管理的要素） スイーパーの料金所通過に対する教育が不足していた。

【対 策】

（人的要素） 助手はブラシ操作ボタンを押しランプが点灯したのを確認後、運転手に声掛けを行う。

これに限らず運転手と助手は密にコミュニケーションをとり報告し合う。

料金所を通る際は、左右の安全確認を徹底する。

（管理的要素） スイーパーについては幅広レーンで通過できるよう調整し、作業員へ周知・教育

していく。
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